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　　　　　　　　火星が近づく
　　　　　　　　　　　山　本　一　清
いよ凹々火星が近づいて來ナこ，今度の接近期に於ける火星暦は
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第一矩象（星座匡うし座）
火星世界の冬至
停留（星座にふkご座）
地球に最近距離
火星世界の春分
停留（星座ばうし座）
第二矩象（星座匡ふtaご座）
火星世界の夏至
爾ほ，此の期に於ける火星の蓮行纏路は次頁の圖の通りである．師ち，主
な現象は火星がうし座εふたご座ミの境界附近を往復してみる頃に見える
のであって，從って火星の位置は常に天の夏至鮎に近いため，地球上の北
牛球に住む吾々のためには，之れは絶好位置ミ言はなければならぬ．
　吾が「天界」が獲刊されて以來，火星ε地球εの接近は今までは既に三回
もあっナこ，此等の時期の詳細な記事は
　1922年度（大EII年）の分が「天界」第19號第115頁から・
　1924年度（同　13年）の分が　同　第38號第69頁から，
　1926年度（同　15年）の分が　同　第67號第395頁から
にある．それぞれ適當な圖や表が附してあるから，今年度の此の記事ε比
べて詠んで貰へば，年々，火星ε地球ざの關係が如何になってみるかがわ
かる筈である．
　倫ほ，火星に期する一一一般の常識は拙著「火星の研究」に書いてあるし，特
に今1928年度の火星については「天文年鑑」の中に表示されてある．
　火星は今1928年の初め頃，土星E共に連れ立って，へびつかひ星座の南
部に順行中であった．光度は1．7級であって，近傍のアンタレス星よりも0．5
級ばかり下であったから，甚だ見榮えのしない様子であっkが，しかし之
れは要するに，當時此の星が地球から35300萬キロ（約8980萬里）こいふ遠
火星が近づく　（山本一一・　de） 45
　⑫アトスカ
⑫スク・し蒐
　．
eぢ輪壽鵡
0塁試ゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　　　、、＼
　　　　＼　　馴しよか　　，
　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　ゴねe　　l’…　護
　　　　　　　一＿＿で一τ
：がにあっkからである．
　しかし，年初以來，蓮行速度は可なり速くて，一月十三日にはいτ座に
入り，二二月二十五日にはやぎ座へ，叉，四月三日にはみつかめ座へ，五月四
日にはうを座に移って來九かうした位置の攣移ε共に，地球への距離も
漸次近くなり，從って光輝も大きく，親直径も壌して來たのは言ふまでも
ない．此の間に火星は，二月十四日に金星ミ會合して，其の南1度牛の所
を通過し，叉，五月二十五日には天王星ε會合して，其の南1度以内の所
を通過しナこ．ついで六月五日には火星が軌道の近日黒占を通過した．叉，七
月四日には火星ε木星ミが僅々二十分角の距離まで近接し，早曉の天察に
一美観を呈した．十月五日には火星が黄道を横ぎって北に出て來た．
圖に示されてある如く，火星の銀行は十月に入って著しく其の速さを下げ，
ふたご座のエー，ム爾星の北，天の夏至鮎附近を徐々S東行してみたが，
十一月にはエプ星の附近で之れが殆んミ“停止し，三等かばかりの北進蓮動
を月せてるるに過ぎない．しかし十二月に入るミ共に西向きの蓮動が活濃
εなり，中旬の頃は可なり著しく眼につくこxS　Nなろ．此の頃が地球への
距離最も少なく，二って光輝最大，視直径も最大であるこεは言ふまでも
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ない，時候は寒い時であるけれ3，此の十二月中は全世界の人々が再び「火
星來」を叫んで，アマチュアも學者も皆頭上の王室を仰ぐ時である．
　火星の逆行歩行は歳を越えて，労る1929年初め頃までも急く筈であるか，
二月からは叉，元の順行に蹄って，一路東へ，うし座からふたご座を経て，
かに座，Ls座へε進み行く．
　今回接近の火星は，其の距離や覗直径，光輝等に於いて，1924年の峙や
1926年の時ミ比べて多少見劣りがするけれ♂，今年接近期の火星の世界は
春分に當ってみるkめ，其の南北爾極を均分に観察するこεが出坐る特殊
な時機であるし，1叉，地球から見てみて其の緯度か高いため，歓米各國の
天文壷ミ共に，我が日本に於いても，望遠鏡観測上の便利は非常に多い．
從って，此の好機は決して見逃がせない．
　過去数十年の観測史から推して考へて見るε，今年十二月頃の火星世界
は，南極方面に，永く打ち響いた夏の暑さのために所謂「極冠」ε構へられ
る純白の面積は全く消えて見えないだらうが，滑れに反して北極附近には
十一月頃から急に極冠が叢達して，十二月には其の耳目占に達し，火星面上
の北緯：400にも達する大聖野が白日の光りを斜めに受けて，まぶしく明るい
輝やきを見せるだらう．しかし來1929年目入るε共に此の北極の極冠は漸
次縮少し，逡に間もなく消失する筈であるし，殊に，現今は太陽黒鮎活動
の頂上期であるから，極冠の消失も意外に早いだらうε思はれる．
　　　　　　　　　箭　　　　　柴　　　　　＊　　　　　＊　　　　　今÷　　　　＊
　醗って過玄藪年間の火星観測史を見るに・）かの1924年の夏，火星が稀代
の近距離に近づいて新た時以來，全世界の火星研究は大に進歩した．先づ
火星表面の眼硯観測を言へば，中央アメリカのジャマイカ島にるるピケリ
ング老や，米國アリゾナ洲のローエル天文皇のスライフア兄弟等が過去の
永い経験を持って今尚ほ此の方面に活躍を分けてみるのは言ふまでもない．
但し，ピクリング老の天文皇は1925年までは細心ハアブアド大造の一天文
集Sして設立されてるftものであっナこが故に，「十一吋」の屈折赤道儀を使
用してみたが，1926年以後，此の天文墓は猫画して，ピケリング氏の私立
天文台εなり，主要器械も，我が京都大學のものミ同型同種のカルゾー「十
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三吋」反射鏡か使用せられるこξNなった．なほ，：米本國で，ヤーキース天
文毫の大「四十吋」はブンビースブルク教授によって火星研究に使用せられ・
叉，リクの「三十六吋」も5ランプラー教授によって使用せられた．凋逸で
はペルゲドルフ天文皇の60センチ赤道儀がグラーフ博士によって使用され
fこ．此等は何れも第一流の望遠鏡を使って火星研究を働みつxある斯界の
比較的新人である．爾ほ，我が日本の中村要氏やスコフィルド氏が新ナこに
此の方面に活躍してみる模様は，本誌上に以前から報じてみる所である・
　近年，火星研究の新方面は，火星表面の爲眞撮影である・火星の窮眞S
言へば，今から十八年以前に既にバーナ■一．ド等の業蹟が知られてみるが，
最近にはローエル天文皇のスラィプア氏の研究がある・爾ほ，リク天文毫
のラaト氏が特殊な赤外光線感光用の乾板を作って，火星表面の色爲眞撮
影に成功したこミは1924年以來全世界の驚嘆する所であるが，ヤーキース
のロス氏も亦1926年には井ルソン山天文皇に於いて此の種の特種な爲眞撮
影を成就して世の注意を促した．今年も此等の研究が恐らく綾行されるだ
らう．
　1924年以來，コブレンツ氏がu一エル天文豪の「24吋」に熟電流計を慮聾
して火星表面の温度を測定し，叉，井ルソン山の少批學者ニコルソン，ペチ
　　　　　　　　　　コブレンツ氏測定の火星表面温度
　　　　　　　　　　　　　（野里寒暖計にて）
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干ト氏等が「100吋」反射鏡に此の種の装置をして，同じ火星表面の温度を測
定しナここミは，今爾ほ十界の好話柄である．之等の研究によって火星世界
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が意外に温暖な世界であるこミか明らかになつtこミは，アマチユアナこち
にも大なる満足を與へてるる．
　火星の軌道要素は永くニウカムの算出しナこものが英米暦なさには用ゐら
れてるるが，1916年，前記ロス氏が各地の天文皇の1751年から1912年目わた
る子午線観測の結果から，新らしい要素を描表したこεがあって，之れは
現に米國暦で使用してみる．ミころが最近，南阿クープ天文皇のジョーン
ズ氏は1899年から1924年にわたる火星のヘリ門司ーーターen測から頗る見事
な火星軌道要素を算：出して，1925年には二二ローヤル學會に報告しナこ．（M．
N．R．A．S．第8巻第853頁以下）．叉，同じジョーンズ氏は巧みに爲眞術を慮
寵して，近年至難ミ思はれてるk火星覗差を測定し，從って，太陽覗差を
8！t809±O．”005　NS得ナこ．（M．N．同巻第832頁）
　井ルソン山のアダムス，センFジョン爾氏が1925年に火星のスペクトル
を研究して，地球に比し，5％の水蒸汽ε，15％の酸素の存在を謹明し得た
こミ，叉，ローエル天女肇の兄スライフア氏が1924年に火星表面の植物帯
の存否をスペクトル研究によって成就した事も特筆するに足るこミである．
　今年の接近期に，内外の火星二者たちは果して如何なる新清息を齎す
か？　興味ある問題である・
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　去る十月，下の如き新聞電報が大阪醤日新聞紙上に現はれて，世入の話
題εなつナこ．
【ロンドン特電廿日i謝ロンドン中央垂tl便局ばロビンソン博士の要求により，來
　る二十四日火星に向って無電通信を行ふこE　i：　7aつ’tこ・ロビンソン博士it火E．1：
向けナこる通信たしtこSめ・ロンドンの中央郵便局内中央無電局t：差出すe・この
　通津に廿四日の午前二時十五分および二時骨分の二pml：わ7こり，ラグビー強力無
線電信獲信局から一萬入千五百メーbレの波長たもって前記の通信為火星に向つ
　て放噂する，しかして同日午前二暗十五分から四十五分に至る間セント・ナ　）Vバ
　ンス無線電信局において無電技師が三国メートルの波長に慮すろ受信機を耳にし
　て火星からロビンソン博士の通信にi封ずろ返事海待ち受けるこ電になってみろ・
そして直ぐ四五日後に又次の如き電報も來た．
　【Uンドン特電骨四日獲】　Uビンソン博士［t豫定の如く廿四日ラグビー強力無電
　嚢信局から火星に向って「地球から火星への愛」なる言葉為放迭けこ．こt・Ll：”±V・し
　て火星からこんな返事が來るfO・Sロビンソン博士に同日牛田二時から五時まで三
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　時間にわナニってチヂソクのロー教授研究所に頑張リ・塒別装置の受信機々耳にし
　てるナこが午前三時ごろ黙々や曲線ばかりの奇妙なおビつれが四分間ばかり点いて
　聞えすこのみで，あEit何にも聞えなかった・ロー教授ば「nb“ンソン博士が聴取
　し7このit　E一　）vス信號でもなければ・ますご博士の信號法による火星からの信號で
　もない」eいってゐfi　・一方ロンドン中央郵便局でも火星からの返信為類いてる
　プニが何にも卜えなかつナこさうである・しかし當のロt’ンソン博士に「僕の通信匡
　eei：火星ヘオyいてるみ思［tしい返事カミ聞かれなかつ7このlt恐らく僕がこれま
　で度々無電通信をやってみる火星の美人ナーマルル嬢が信號を出しそこなつずこか
　　7こらう」1三言吾って孟）る・
自分は此の電文を齎した新聞記者に下の如き談をしナこ．
　ロビンソンEいふ天底磐田に私に知らぬ，恐らく電下塗者ぢやない力嘘思ふ，大
工火星t地球が一番接近するのば二年ニケ月毎で，本年の十二月がてうご其の時…
期に四ってるるから・火星電通物騒交換するにに滴當な時であるこのごろ［t双方
の隔ナこりが三千萬里くらみで火星ミの通信も出7こらめだε一笑に附するffl：行か
ぬ・火星が地球の頭の上に來ろ時間に午前四時ごろで，ロンドンでの實瞼も時刻
　tしてば當然だ・千九百廿四年八月ミ千九百廿六年十月の越度に火星が地球に接
近しずこ臨いろいろの何者が研究の結果重大な事實が獲見され，論争の種が明快
　1：pa決されナこ・今日でに人がみるかも知れぬビいふ話し匡想像以上の確實味を幣
　びてるる・火星ににかなり濃厚な空写一てうご地球における五，六千尺くらみ
　の高さの山にある空氣一や水蒸氣，雲，植物があろ・其者の間でば地球亡ほ9’
歌態が似てみるから動物も住めるだらう亡いふ風な材料も十分持ってるる・だか
　ら此の實瞼も余り山師的のもの定けなす羅にに行かない・火星の美人が信號払出
　し撃つ7こビいふのに例のユーモラスで・こいつit問題にならない・
ミにかく，火星世界の事情も，今はよほさ詳しくわかって來fcのであるか、
ら，通信の可否について學者や技術家たちが騒ぐのも杢く見逃すわけには
行かない．しかし只こNに注意すべき事は，目下，太陽黒鮎の活動が頂上
に蓬してみる時であるから，火星ε地球εの間に行はれる無線通信を，此
の太陽黒黒占によって可なり妨碍されるこεを豫比しなければならない．二
十四日にロビンソン氏が聞いたε言はれる不思議な通信が，太陽から來た
ものでなくて，確かに火星から來たものだミ識明する方法はない，故に張
いて若し此の種の通信試験を火星ミの間に試みるのならば，特に太陽黒山
の不活餌な時期を撰ぶのが得策である．かNる時機ミしては1933年（昭和
八年）四月の火星接近期の方が好い．
